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今
回
の
改
正
は
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ヒ
ル
枚
方
に
６
年
９

月
１７
日
開
設
予
定
の
市
駅
市

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

各
種
証
明
書
の
自
動
交
付
機

と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置

し
て
い
る
キ
オ
ス
ク
端
末
機

を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
所

要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

証
明
書
発
行

有
人
の
窓
口
に
加
え
て

端
末
機
を
設
置
す
る
理
由
は

質
問

市
駅
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
有
人
の
証
明
書
発
行

窓
口
に
加
え
、
市
所
管
施
設

に
初
め
て
キ
オ
ス
ク
端
末
機

を
設
置
す
る
理
由
を
聞
く
。

答
弁

同
端
末
機
の
操
作
に

不
慣
れ
で
利
用
さ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
職

員
が
操
作
補
助
を
行
う
こ
と

で
利
便
性
を
実
感
し
て
も
ら

い
、
次
回
以
降
、
コ
ン
ビ
ニ

等
で
の
取
得
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
設
置
す
る
。

下記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋め、
Ａ～Ｆを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
※１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。 要

望
等

さ
ら
な
る
利
便
性

向
上
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

報
告
の
概
要
（
①
事
業
計

画
、
②
予
算
総
額
）
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
…

①
公
有
用
地
２
４
１
２
平
方

㍍
を
３
億
５
２
７
８
万
円
で

取
得
し
、
８
２
８
平
方
㍍
を

３
億
８
６
１
７
万
円
で
処
分

す
る
。
②
収
益
的
・
資
本
的

収
支
を
合
わ
せ
収
入
約
４４
億

１
５
５
９
万
円
、
支
出
を
約

４７
億
９
８
２
２
万
円
と
す
る
。

■
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
…
①
市
民
ス
ポ

ー
ツ
普
及
啓
発
事
業
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
事
業
等
を
行
う
。
②
収

入
、
支
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億

７
５
５
３
万
円
と
す
る
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

応募方法 市議会ホームページに掲載の応募フォーム
（右下コード）または、はがき、電子メール、ファクス
に、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズ
の答え、議会報の感想を書いて市議会事務局（〒５７３－
８６６６住所不要）へ。８月２５日必着。１人１通。抽せん
で１０人にクオカード（５００円分）をプレゼント！当選者
の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

ス
ポ
ー
ツ
協
会

運
営
へ
の
市
の
考
え
は

質
問

６
年
度
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
協
会
が
２
体
育
施
設
の
指

定
管
理
者
で
な
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
同
協
会
の
経
営

へ
の
影
響
や
実
施
事
業
参
加

費
の
値
上
げ
等
に
よ
る
市
民

へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
。
同

協
会
運
営
へ
の
市
の
考
え
を

聞
く
。

答
弁

同
協
会
の
安
定
経
営

に
向
け
必
要
な
協
力
を
行
う
。

要
望
等

市
民
ス
ポ
ー
ツ
振

興
へ
の
寄
与
と
い
う
同
協
会

の
設
立
目
的
の
た
め
、
市
の

役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
。

６
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
の
原
則
一
体

化
の
方
針
に
基
づ
き
、
現
行

の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
な
い

人
に
は
資
格
確
認
書
を
交
付

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
経
費
を
計
上
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
６
２
万
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

①枚方市議会での質問方法には、一括質問・一括答弁
方式と「〇〇〇〇一答方式」があります。

④定例月議会の初日に提出が間に合わず、議会期間の
途中で提出される議案を「〇〇〇議案」といいます。

⑦「弄る」と書いて、「〇〇〇る」と読みます。
福島県の方言で「〇〇〇りこんにゃく」というのが
あり、物すごくかわいがるという意味で使われるこ
ともあるそうです。

⑧議会が首長の不信任を議決した場合、当該首長は、
１０日以内に議会を「〇〇〇〇」することができます。
⑨誰でも行政上の希望を述べる
ため、議員の紹介により、市
議会に「〇〇〇〇」をするこ
とができます。

⑩物事の一部が崩れることにより全体が崩れてしまう
こと。「瓦解」と書きます。

⑫邪馬台国において、卑弥呼の跡を継いで女王になっ
たと言われている人物を「〇〇」といいます。

⑬市立ひらかた病院の事務局には、総務課と経営企画
課と診療報酬等の請求、収納などを担当している「〇
〇課」があります。

⑮頭が痛い症状のこと。
⑯枚方市の西側を流れる１級河川。枚方市の水道水は、
この川の水を元に作られます。

⑲広く一般から募集すること。
⑳明確な定義はないですが、建築後５０年を経過した民
家のことをこう呼びます。都会からこうした建物に
移り住む人が増えています。

㉓抽選によく当たる人を「〇〇〇〇」が強いといいま
す。

①市議会の委員会において、当該委員会の委員でない議員が出
席することができる制度を「〇〇〇〇〇議員制度」といいま
す。

②都道府県の首長のこと。
③太陽系で最も大きな惑星の名前。ジュピター。
④対（つい）になっているもの、または対になったもの。
「〇〇〇」タワー。「〇〇〇」テール。

⑤「〇〇はや市」は、長崎県の中央部に
ある市。諫早市と書きます。

⑥枚方市議会で設置している常任委員会の
一つに「建設〇〇〇〇〇常任委員会」があります。

⑧四国にある県の一つ。県庁所在地は高松市。
⑪多過ぎて余っていること。自信「〇〇〇〇」。
⑫今回の２・３面に掲載し
ている「〇〇〇〇」質問
では、３０議員が質問をしました。

⑭「〇〇原道真」の座像を祀るために社殿を設けたのが蹉跎
神社の起源といわれています。市議会報の連載コーナー「あ
のひと このひと」で掲載したことがあります。

⑰枚方市役所で、道路や公園などの管理、整備を担当してい
るのは「〇〇〇部」です。

⑱１３世紀末頃から１６世紀にかけて、朝鮮半島や中国の沿岸を
荒らした海賊の総称。

⑲枚方市議会では、通常の議会報に加え、「点字・〇〇の議
会報」も作成、配付しています。
しゅ げん しょう なん きん ぺ

㉑朱 元璋が建てた中国の王朝で、首都は、南京から途中で北
きん

京に移っています。
㉒枚方市議会では、主義主張を
同じくする３名以上の議員で
「〇〇派」を結成できます。

議会は、休会中も、常任委員会の所管区分ごとに構成されている委員協

議会を開催して市側の説明を受け、市政に関する自主的な調査、研究を行

っています。

委員協議会は、定例月議会の前に開催されるのが通例ですが、緊急に開

催されることもあります。

総務委員協議会 ５月３１日
委 員 長…泉 大 介 委員…田 口 敬 規、番 匠 映 仁、大 濱 暢 祐、

副委員長…松岡ちひろ 佐田あゆ美、峠 賢 一、丹 生 真 人

（１）新庁舎整備基本計画の策定等に向けた取り組みについて

（２）幼児療育園跡地の活用について

（３）市立枚方宿鍵屋資料館の指定管理について

教育子育て委員協議会 ６月３日
委 員 長…奥 野 美 佳 委員…三 和 智 之、野 村 生 代、前 田 富 枝、

副委員長…妹 尾 正 信 小 池 晶 子、東 実名子、一 原 明 美

（１）児童育成支援拠点事業の実施について

（２）枚方市立禁野小学校新校舎整備事業の進捗状況について

（３）ＧＩＧＡスクール構想の推進における１人１台端末の更新について

（４）今後の中学校部活動の在り方について

市民福祉委員協議会 ６月４日
委 員 長…長 友 克 由 委員…広瀬ひとみ、八 尾 善 之、門 川 紘 幸、

副委員長…田 中 優 子 志 甫 直 哉、鍜治谷知宏、千 葉 雅 民

（１）小児初期救急医療の充実及び医師の確保に向けた「北河内こども夜

間救急センター」の診療時間の延長について

（２）枚方市総合福祉センターの指定管理について

（３）低所得者支援及び定額減税補足給付金について

建設環境委員協議会 ６月５日
委 員 長…大 地 正 広 委員…漆 原 周 義、松 本 佑 介、大津真沙樹、

副委員長…堤 幸 子 高 野 寿 陛、岡市栄次郎、藤 田 幸 久

（１）枚方市駅周辺地区地区計画の変更について

（２）太陽光発電設備の設置に関する景観形成ガイドラインの策定等につ

いて

（３）枚方市立禁野小学校新校舎整備事業の進捗状況について

（４）都市計画道路御殿山小倉線の整備工事について

（５）都市計画道路牧野長尾線及び長尾杉線の整備工事について

（６）妙見山配水池の更新・耐震化について

（７）新中宮浄水場～春日受水場間送水管の更新・耐震化について

（８）雨水ポンプ場の耐震化について

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

現
行
保
険
証
廃
止
に
反
対

厚
生
労
働
省
に
訴
え
る
べ
き

質
問

市
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
率
は
７
・
８
５
％
と
い

う
。活
用
さ
れ
な
い
理
由
は
カ

ー
ド
利
用
へ
の
不
安
と
考
え

ら
れ
、
市
は
市
民
の
思
い
に

寄
り
添
う
必
要
が
あ
る
。
厚

生
労
働
省
が
保
険
証
を
廃
止

す
る
省
令
案
へ
の
意
見
を
募

集
し
て
い
る
今
、
廃
止
に
反

対
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ

リ
ッ
ト
を
分
か
り
や
す
く
発

信
し
、
利
用
率
向
上
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

暑
さ
の
厳
し
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
号
は
、
６
月
定

例
月
議
会
に
お
い
て
市
議
会

か
ら
提
出
し
た
「
伏
見
隆
市

長
に
対
す
る
問
責
決
議
」
に

つ
い
て
一
面
で
掲
載
し
ま
し

た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

報
道
機
関
や
議
員
の
ブ
ロ
グ

等
で
様
々
発
信
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
市
議
会
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
き
っ
ち
り

お
伝
え
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
掲
載
し
て
い

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
御
意
見
を
基

に
、
一
般
質
問
な
ど
の
議
員

名
の
み
表
記
し
て
い
ま
し
た

記
事
に
つ
い
て
、
答
弁
者
の

役
職
名
を
記
載
す
る
よ
う
表

記
を
見
直
し
ま
し
た
。
今
後

も
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、

親
し
み
や
す
い
、
分
か
り
や

す
い
紙
面
作
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
動
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
一
般
質
問

を
行
っ
た
３０
議
員
が
熱
い
思

い
な
ど
を
１０
秒
で
語
っ
て
い

ま
す
。
紙
面
上
と
は
ま
た
違

っ
た
議
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い（
動

画
に
リ
ン
ク
す
る
２
次
元
コ

ー
ド
を
２
・
３
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）
。

ま
た
、
ク
オ
カ
ー
ド
が
当

た
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
ぎ

た
ん
き
ゅ
う

か
い
探
Ｑ
」
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
御
意
見
、

御
感
想
を
市
議
会
事
務
局
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
広
報
委
員
会
で

協
議
、
決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

丹
生

真
人

副
委
員
長
…

田
口

敬
規

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
番
匠

映
仁
、

佐
田
あ
ゆ
美
、
東

実
名
子

議
会
は
、
６
月
２８
日
の
本
会
議
で
、
４
件
の
意
見
書
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公
共
の
利

益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会

ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

災
害
発
生
時
に
お
け
る
信
頼
性
の
高
い
情
報
連
携

体
制
の
構
築
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
信
頼
性
の
高
い
情
報
連
携
体
制
の

構
築
の
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
災
害
等
に
係
る
情
報
の
発
信
者
や
情
報
発
信
機
器
の
事
前
登
録
等

に
よ
り
、
情
報
の
信
頼
性
を
担
保
し
、
現
場
か
ら
の
正
確
な
情
報
を

収
集
し
活
用
す
る
情
報
連
携
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

２
�
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

国
と
地
方
自
治
体
が
災
害
情
報
を
共
有
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
と

同
時
に
、
災
害
発
生
時
等
に
適
切
な
情
報
分
析
を
行
い
、
迅
速
な
対

策
を
促
す
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
自
治
体
へ
の
配
置
を
支
援
す

る
こ
と
。

３
�
災
害
の
状
況
等
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
発
信
す
る
公
的
情
報
サ

イ
ト
や
政
府
認
定
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の

普
及
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣
、
総
務
大
臣
、
国
土
交

通
大
臣

聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用
へ
の
支
援
を

求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用
へ
の
支
援
の
た
め
、

左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
難
聴
に
悩
む
高
齢
者
が
、
医
師
や
専
門
家
の
助
言
の
下
、
自
分
に

合
っ
た
聴
覚
補
助
機
器
等
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
。

２
�
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者
や
難
聴
者
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
行
政
等
の
公
的
窓
口
な

ど
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
一
環
と
し
て
、
聴
覚
補
助
機
器
等
の
配

備
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
�
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
の
福
祉
施
設
と
の
連
携
の
下
、
聴
覚
補

助
機
器
等
の
普
及
の
た
め
、
そ
れ
ら
を
必
要
と
す
る
人
々
へ
の
情
報

提
供
の
機
会
や
場
を
つ
く
る
な
ど
、
社
会
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

４
�
補
装
具
費
支
給
制
度
の
見
直
し
や
、
新
た
な
公
的
支
援
制
度
の
創

設
を
行
う
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣
、
共
生
社

会
担
当
大
臣

地
域
に
お
け
る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮

称
）
の
拡
充
等
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
地
域
に
お
け
る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）
の
拡

充
等
の
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
認
可
保
育
所
等
の
実
施
事
業
所
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る

制
度
の
導
入
促
進
に
向
け
、
認
可
保
育
所
並
み
の
水
準
と
な
っ
て
い

る
試
行
的
事
業
の
職
員
配
置
・
設
備
基
準
を
満
た
す
た
め
、
財
政
的

措
置
を
含
む
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２
�
試
行
的
事
業
に
お
い
て
は
１
人
当
た
り
の
上
限
が
１０
時
間
と
な
っ

て
い
る
補
助
基
準
上
の
利
用
時
間
に
つ
い
て
、
自
治
体
ご
と
の
ニ
ー

ズ
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
自
治
体
が
上

限
を
増
や
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
利
用
時
間
の
在
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
。

３
�
障
害
児
や
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、

同
制
度
に
お
い
て
も
障
害
児
や
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
を
認
め
る

こ
と
。

４
�
同
制
度
を
地
域
資
源
の
一
つ
と
し
て
整
備
し
、
あ
わ
せ
て
地
域
に

多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
る
こ
と
で
、
潜
在
的
待
機
児

童
の
解
消
も
視
野
に
入
れ
た
重
層
的
な
見
守
り
機
能
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
な
制
度
設
計
と
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
財
務
大
臣
、
こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長

官

下
水
道
の
維
持
管
理
、
更
新
に
お
け
る
ウ
ォ
ー
タ

ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
に
向
け
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書

政
府
は
、
地
方
公
共
団
体
の
下
水
道
の
維
持
管
理
、
更
新
に
お
け
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
に
向
け
て
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
支
援
に
つ

い
て
、
職
員
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
相
談

窓
口
の
開
設
や
専
門
家
の
派
遣
等
の
伴
走
型
の
支
援
体
制
を
整
え
る

こ
と
。

２
�
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の
交
付
要
件
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
の
取
組
状
況
に
応
じ
て
弾
力
的
な
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
地
方
創
生
担
当
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
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